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最
近
の
私
の
ゴ
ル
フ
の
師

匠
は
、
画
面
の
中
に
い
る
。

Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
開
け

ば
、
最
新
の
ス
イ
ン
グ
理
論

か
ら
「
お
す
す
め
の
ギ
ア
」、

果
て
は
「
ラ
ウ
ン
ド
中
の
マ

ナ
ー
」
ま
で
、
膨
大
な
動
画

が
溢
れ
て
い
る
。
期
日
や
打

合
せ
の
前
に
ぽ
っ
か
り
空
い

て
し
ま
っ
た
ス
キ
マ
時
間
で

も
レ
ッ
ス
ン
が
受
け
ら
れ
る

の
だ
か
ら
、
本
当
に
便
利
に

な
っ
た
と
思
う
▼
し
か
し
、

現
実
は
甘
く
な
い
。
動
画
で

学
ん
だ
ス
イ
ン
グ
論
は
練
習

場
で
再
現
す
る
こ
と
も
難
し

く
、
ま
し
て
ラ
ウ
ン
ド
中
の

様
々
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

前
に
す
れ
ば
呆
気
な
く
霧
散

す
る
▼
そ
こ
で
痛
感
す
る
の

は
、
情
報
の
量
よ
り
も
、
目

の
前
の
状
況
に
応
じ
た
判
断

の
難
し
さ
だ
。
高
価
な
ギ
ア

を
揃
え
、
動
画
で
マ
ナ
ー
を

学
ん
で
も
、
実
際
の
芝
の
上

で
求
め
ら
れ
る
の
は
、何
千
、

何
万
と
繰
り
返
し
た
基
本
の

徹
底
と
、
同
伴
者
や
キ
ャ
デ

ィ
へ
の
細
や
か
な
配
慮
と
い

う
、
現
場
な
ら
で
は
の
呼
吸

な
の
だ
▼
こ
れ
は
、
我
々
の

実
務
に
も
通
じ
る
。
判
例
検

索
や
生
成
Ａ
Ｉ
で
「
答
え
」

ら
し
き
も
の
は
す
ぐ
手
に
入

る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
ら
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
、
事
件
と
い
う
「
現
場
」

に
反
映
さ
せ
る
か
は
、
や
は

り
実
際
の
経
験
値
が
も
の
を

言
う
▼
ス
マ
ホ
を
置
き
、
土

や
風
を
感
じ
な
が
ら
ク
ラ
ブ

を
振
る
。
情
報
の
海
で
溺
れ

そ
う
に
な
る
日
常
か
ら
離

れ
、
自
ら
の
感
覚
を
研
ぎ
澄

ま
す
こ
の
時
間
は
、
私
に
と

っ
て
最
も
贅
沢
で
、
欠
か
せ

な
い
修
行
の
場
と
な
っ
て
い

る
。

（
若
林　

将
大
）

山山
ゆ
り
ゆ
り

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
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第
１
号
議
案　

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
弁
護

士
業
務
市
民
窓
口
の
設
置
等

に
関
す
る
会
規
（
会
規
第
34

号
）
一
部
改
正
の
件

　

市
民
窓
口
制
度
を
担
当
す

る
会
員
の
負
担
増
を
受
け

て
、
日
当
制
の
導
入
、
担
当

員
数
の
上
限
規
定
の
撤
廃
、

ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
の
経

営
安
定
化
の
た
め
、
原
則
と

し
て
10
年
間
、
家
賃
相
当
額

給
付
を
継
続
す
る
方
針
を
定

め
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
内

容
の
見
直
し
を
行
う
議
案
で

あ
る
。

　
「
か
な
パ
ブ
」
の
存
在
意

義
や
過
疎
地
域
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
質
問
、
意
見
が

出
た
後
、
賛
成
多
数
で
提
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た

（
な
お
、
利
害
関
係
人
は
こ

の
議
案
に
参
加
せ
ず
）。

第
３
号
議
案

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
照
会

手
続
会
規
（
会
規
第
20
号
）

一
部
改
正
の
件

　

昨
今
の
急
激
な
人
件
費
の

高
騰
や
物
価
上
昇
に
よ
り
、

弁
護
士
会
照
会
の
手
数
料
相

当
額
を
改
定
し
、
送
付
料
含

め
、
７
５
０
０
円
（
税
込
み

８
２
５
０
円
）
と
す
る
議
案

で
あ
る
。

　

他
の
単
位
会
の
対
応
に
関

す
る
質
問
や
意
見
が
出
た

後
、
賛
成
多
数
で
提
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

　

業
務
上
の
預
り
金
の
取
扱

い
に
関
す
る
会
規
（
会
規
第

26
号
）
一
部
改
正
の
件

第
５
号
議
案

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
預
り

金
等
の
保
管
状
況
に
係
る
照

会
に
回
答
し
な
い
会
員
の
公

表
方
法
等
に
関
す
る
会
規
制

定
の
件

　

弁
護
士
が
預
り
金
を
横
領

す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る

特
別
担
当
員
制
度
の
創
設
に

関
す
る
会
規
の
改
正
で
あ
る
。

　

審
議
の
後
、
全
会
一
致
で

提
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

第
２
号
議
案

　

公
設
事
務
所
の
運
営
支
援

に
関
す
る
決
議
の
件

　

弁
護
士
法
人
か
な
が
わ
パ

こ
と
を
受
け
て
、
自
己
名
義

の
預
り
金
口
座
の
開
設
義
務

の
明
確
化
、
本
会
の
預
り
金

に
関
す
る
照
会
・
調
査
権
限

の
強
化
、
公
表
制
度
の
新
設

等
を
内
容
と
す
る
会
規
の
改

正
及
び
制
定
で
あ
る
。

　

両
議
案
は
関
連
議
案
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
括
上
程
さ

れ
た
。

　

採
決
は
議
案
ご
と
に
行

い
、
第
４
号
議
案
、
第
５
号

議
案
と
も
に
全
会
一
致
で
提

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

　

神
奈
川
県
弁
護
士
会
綱
紀

委
員
会
及
び
綱
紀
手
続
に
関

す
る
会
規
（
会
規
第
36
号
）

一
部
改
正
の
件

　

濫
用
的
な
懲
戒
請
求
の

際
、
数
個
の
事
案
の
調
査
の

併
合
又
は
分
離
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
対
象
弁
護
士
等

の
意
見
の
聴
取
を
不
要
と
す

る
旨
、
及
び
綱
紀
委
員
会
の

調
査
終
了
の
際
の
議
決
書
等

に
お
い
て
、
職
務
上
の
氏
名

を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
戸
籍
上
の
氏
名
の
併
記
を

不
要
と
す
る
旨
の
会
規
の
改

正
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
で
提
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案

　

綱
紀
委
員
会
委
員
及
び
予

備
委
員
選
任
の
件

　

全
会
一
致
で
提
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
（
な
お
、

利
害
関
係
人
は
こ
の
議
案
に

参
加
せ
ず
）。

（
会
員　

金
本　

忍
）

　

２
月
28
日
、
当
会
会
館
に

お
い
て
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
と
当
会
共
催

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
が
包
摂
さ
れ
る

社
会
へ
〜
特
に
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
生
き
に
く
さ
に

つ
い
て
〜
」が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
41
名
も
の
参
加
が

あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
概
ね

高
評
価
で
あ
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

の
臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理

師
で
あ
る
宮
島
謙
介
氏
に
よ

る
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
理
解
」
の
講
演
、
第

二
部
で
は
、
河
上
り
さ
氏
が

監
督
を
務
め
た
映
画
「
鏡
を

の
ぞ
け
ば
〜
押
さ
れ
た
背

中
」
の
上
映
、第
三
部
で
は
、

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
臨
床
心
理
士
・

公
認
心
理
師
で
あ
る
片
桐
亜

希
氏
に
よ
る
「
す
べ
て
の
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
包
摂

さ
れ
る
社
会
へ
」
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
上
映
さ
れ
た
映

画
は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
方
が
自
分
自
身
と
向
き

合
い
、
そ
の
生
き
方
を
決
め

て
い
く
様
子
を

リ
ア
ル
に
描
い

て
お
り
、
登
場

人
物
の
意
思
決

定
の
尊
さ
を
感

じ
る
内
容
で
あ

っ
た
。
監
督
の

河
上
り
さ
氏
、

広
報
の
山
科
み

き
氏
が
遠
方
か

ら
駆
け
つ
け
、

上
映
後
に
は
、

軽
快
な
ア
フ
タ

ー
ト
ー
ク
が
な

さ
れ
た
。
制
作

に
至
っ
た
経
緯

や
撮
影
の
裏
話

を
聞
き
、
よ
り

一
層
映
画
に
込

め
ら
れ
た
想
い
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
取
り
扱
う

作
品
は
年
々
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。し
か
し
、

筆
者
の
知
人
は
こ
う
し
た
作

品
を
見
て
、「
こ
れ
は
あ
く

ま
で
作
品
で
あ
っ
て
、
俺
た

ち
の
生
活
は
も
っ
と
地
味

で
、
普
通
だ
よ
」
と
言
っ
て

い
た
。数
々
の
作
品
に
よ
り
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
理
解

が
深
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
事

実
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
作

品
で
描
か
れ
て
い
る
人
物
だ

け
を
見
て
、
画
一
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

会
場
で
は
、「
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
リ
ア
ル
」
の

展
示
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
リ
ア
ル

に
記
さ
れ
て
い
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
当
事
者
で
あ
る
こ
と
は

そ
の
人
の
一
面
に
過
ぎ
ず
、

当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
考

え
、
生
き
方
が
あ
る
と
い
う

ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
強
く
感
じ
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

（
会
員　

八
巻　

恭
平
）

　

２
月
10
日
、
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
６
階
・
情
文

ホ
ー
ル
に
て
、
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先

立
ち
、
司
法
研
修
所
民
事
弁
護
教
官
を
務
め
て
い
る
熊

澤
美
香
会
員
が
、
司
法
研
修
所
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

教
官
と
し
て
の
取
組
み
を
中
心
と
し
た
活
動
報
告
を
行

っ
た
。

　

次
い
で
、
新
倉
武
副
会
長
に
よ
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ

ム
刷
新
検
討
Ｗ
Ｔ
で
の
、
同
シ
ス
テ
ム
改
善
の
進
捗
状

況
を
中
心
と
し
た
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

畑
中
隆
爾
会
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
島
崎
友

樹
会
員
が
議
長
に
、
常
磐
重
雄
会
員
が
副
議
長
に
指
名

さ
れ
、
正
副
議
長
に
よ
る
進
行
の
下
、
７
つ
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

開会の挨拶をする畑中会長（当時）

上映の様子

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
、

  

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

映画上映会
講演会

臨時総会が開催される臨時総会が開催される

通
常
総
会
開
催（
予
定
）の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

２
０
２
６
年
６
月
23
日（
火
）
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相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
40
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催

さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
に
関

わ
り
が
あ
る
神
奈
川
県
内
の

裁
判
所
・
自
治
体
・
事
業
者

団
体
・
士
業
団
体
等
を
お
招

開
催
さ
れ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー

は
、
当
会
会
館
で
の
会
場
参

加
と
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
で
あ
り
、
平
日

の
日
中
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
合
計
１
３
７
名

（
会
場
：
18
名
、
オ
ン
ラ

イ
ン
：
１
１
９
名
）
も
の

参
加
者
を
集
め
る
盛
況
ぶ

り
で
あ
っ
た
。

　

講
師
で
あ
る
狩
倉
会
員

の
講
義
は
、
契
約
書
を
読

む
際
の
着
目
点
等
に
つ
い

て
平
易
な
言
葉
で
語
り
、

ひ
な
形
を
実
際
の
契
約
書

き
し
た
と
こ
ろ
、
34
団
体
か

ら
多
く
の
関
係
者
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
総
勢
１
４
９
名

が
参
加
す
る
盛
大
な
祝
宴
と

な
っ
た
。

　

畑
中
隆
爾
会
長
の
開
会
挨

拶
に
始
ま
り
、
横
浜
地
方
裁

判
所
の
佐
々
木
宗
啓
所
長
、

横
浜
家
庭
裁
判
所
の
阪
本
勝

所
長
、
横
浜
市
市
民
局
広
聴

相
談
課
の
武
井
陽
子
担
当
課

長
、
川
崎
市
市
民
文
化
局
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
部
市
民
活

動
推
進
課
の
片
倉
哲
史
課

長
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
神
奈
川
地
方
事
務
所
の
佐

藤
昌
樹
所
長
に
よ
る
祝
辞
、

飯
田
信
也
常
議
員
会
副
議
長

に
よ
る
乾
杯
挨
拶
と
続
い

た
。

　

歓
談
後
に
は
、
他
士
業
団

体
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
に
、

に
落
と
し
込
む
「
直
し
方
」

を
教
示
す
る
な
ど
、
民
法
の

基
礎
知
識
か
ら
実
務
上
の
注

意
点
ま
で
語
ら
れ
、
多
岐
に

わ
た
る
内
容
が
講
義
時
間
内

に
集
約
さ
れ
、
情
報
量
の
多

い
非
常
に
濃
密
な
内
容
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
比
較
的
難
易
度
の

高
い
内
容
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
講
義
中
は
、
参

加
者
が
時
に
う
な
ず
き
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
る
様
子
が

見
て
と
れ
た
。
一
方
で
、
講

師
は
自
ら
の
体
験
談
に
つ
い

て
落
語
を
想
起
さ
せ
る
よ
う

同
セ
ン
タ
ー
の
こ
の
10
年
の

歩
み
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
放
映
し
、
狩
倉
博

之
元
委
員
長
に
よ
る
活
動
報

告
、
渡
部
英
明
委
員
長
に
よ

る
閉
会
挨
拶
と
続
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
お
開
き
と
な
っ

た
。

　

各
ス
ピ
ー
チ
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
か
ら
は
、
こ
の
10
年

間
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
に

様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
そ
の

全
て
が
成
功
し
た
か
は
さ
て

お
き
、
様
々
な
手
を
打
っ
て

動
き
続
け
て
き
た
こ
と
が
現

在
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
は
50
周
年
と
い
う
大
き

な
区
切
り
の
年
に
開
か
れ
る

は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
を
上

回
る
活
況
の
う
ち
に
こ
れ
を

迎
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
も
前
進
を
続
け
た
い
。

 

（
会
員　

中
野　

智
仁
）

な
軽
妙
な
語
り
口
で
語
り
、

参
加
者
か
ら
笑
い
が
漏
れ
る

場
面
も
度
々
で
あ
っ
た
。

　

講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答

の
時
間
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
寄
せ
ら
れ
る
質
問
が
事

前
の
予
想
を
超
え
る
ほ
ど
多

数
で
あ
っ
た
た
め
、
時
間
制

限
に
よ
り
全
て
の
質
問
に
は

答
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
参
加

者
の
関
心
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
、
市

民
、特
に
事
業
者
の
方
々
が
、

契
約
書
等
に
少
な
か
ら
ぬ
関

心
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
法
律
相
談
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
で
は
、
今
後

同
需
要
の
喚
起
も
含
め
、
更

な
る
企
画
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
（
副
会
長　

 

杉
原　

弘
康
）

　

当
会
総
合
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
３
月
に
開
設
40
周

年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
２
月
25
日
、
横
浜
ベ

イ
ホ
テ
ル
東
急
に
て
、「
神

奈
川
県
弁
護
士
会
総
合
法
律

　

２
月
２
日
、
講
師
に
狩
倉

博
之
会
員
を
迎
え
、
当
会
総

合
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

40
周
年
記
念
行
事
「
契
約
セ

ミ
ナ
ー
〜
契
約
書
の
『
読
み

方
』『
直
し
方
』
〜
」
が
、

みみんとのるんもお祝いにかけつけました

祝宴

軽妙な語り口の狩倉会員

優勝した種村求会員（左端）

最後は参加者皆で景品を手に記念撮影

協
同
組
合
の
特
約
店
で
あ
る

万
葉
倶
楽
部
と
髙
島
屋
で
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
入
賞
し
た
会
員
に
非

常
に
好
評
で
あ
っ
た
。（
な

お
、万
葉
倶
楽
部
の
特
約（
利

用
料
の
割
引
）
は
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
割

引
券
の
提
示
、
髙
島
屋
の
特

約（
利
用
金
額
の
５
％
割
引
）

は
友
の
会
（
横
浜
店
は
店
舗

７
階
）
で
の
会
員
証
の
提
示

で
簡
単
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
ち
な
み
に
筆
者
は
所

内
の
事
務
員
へ
の
差
し
入
れ

の
際
な
ど
に
髙
島
屋
の
特
約

を
利
用
し
て
い
る
。）

　

囲
碁
大
会
は
、
特
約
店
の

職
員
、
各
事
務
所
職
員
や
会

い
が
あ
り
、
気
付
け
ば
必
敗

に
。
最
後
は
三
浦
会
員
が
筆

者
の
玉
を
詰
ま
し
て
勝
ち
、

と
思
い
き
や
、
持
ち
駒
の
銀

を
打
つ
べ
き
と
こ
ろ
で
金
を

打
ち
、
詰
み
を
逃
し
て
し
ま

う
。
三
浦
会
員
は
「
失
敗
し

ち
ゃ
っ
た
！！
」
と
大
声
で
叫

び
、周
囲
の
注
目
を
集
め
た
。

結
局
、
実
感
は
な
い
も
の
の

筆
者
が
勝
ち
、
３
勝
１
敗
で

全
体
３
位
に
滑
り
込
ん
だ
。

　

囲
碁
大
会
と
同
様
に
将
棋

大
会
で
も
、
成
績
優
秀
者
や

敢
闘
賞
獲
得
者
へ
の
景
品
は

協
同
組
合
の
特
約
店
で
購
入

し
た
商
品
で
あ
っ
た
。
３
位

と
な
っ
た
筆
者
は
、
高
島
屋

の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
と
ス
ー

　

２
月
22
日
、
当
会
会
館
に

て
、
神
奈
川
県
弁
護
士
協
同

組
合
主
催
の
囲
碁
大
会
が
あ

り
、
当
会
会
員
と
当
会
職
員

の
計
13
名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
ハ
ン
デ
戦
で
各
人

計
４
局
の
対
局
を
行
い
、
一

日
中
熱
戦
が
続
い
た
。

　

結
果
は
数
年
ぶ
り
に
大
会

に
参
加
し
た
稲
葉
翔
会
員

が
、
ハ
ン
デ
を
活
か
し
た
手

堅
い
打
ち
回
し
で
、
ブ
ラ
ン

ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
強
さ
を

見
せ
、４
戦
全
勝
で
優
勝
し
、

準
優
勝
は
３
勝
１
敗
で
当
会

職
員
の
三
浦
隆
志
氏
、
３
位

は
同
じ
く
３
勝
１
敗
の
三
浦

修
会
員（
現
会
長
）で
あ
っ
た
。

　

今
大
会
の
入
賞
景
品
は
、

式
で
行
わ
れ
た
。

　

結
果
は
種
村
求
会
員
が
、

盤
石
の
指
し
回
し
で
４
戦
全

勝
、
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

筆
者
は
、
２
戦
目
の
種
村

戦
で
、
序
盤
か
ら
作
戦
負
け

を
し
て
完
敗
。
そ
れ
で
も
、

　

２
月
23
日
、
当
会
会
館
に

て
、
神
奈
川
県
弁
護
士
協
同

組
合
主
催
の
将
棋
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
会
員
及

び
そ
の
家
族
の
合
計
16
人
が

参
加
し
、
全
員
が
４
局
ず
つ

を
戦
っ
て
順
位
を
つ
け
る
方

１
戦
目
と
３

戦
目
で
勝
利

し
、
４
戦
目

は
三
浦
修
会

員（
現
会
長
）

と
の
対
局
。

終
盤
ま
で
こ

ち
ら
が
攻
め

て
い
て
優
勢

を
感
じ
て
い

た
も
の
の
、

途
中
で
勘
違

員
の
家
族
も
参
加
対
象
と
す

る
こ
と
を
視
野
に
、
今
後
も

継
続
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。
ハ
ン
デ
戦
で
、
初
心
者

に
も
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
で
、
興
味
を
持
っ
た
会

員
は
、
後
日
の
詳
報
を
是
非

お
待
ち
下
さ
い
。

　

ま
た
、
本
記
事
を
読
ん
で

協
同
組
合
の
特
約
店
が
気
に

な
っ
た
会
員
は
、
協
同
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
対
象

店
と
特
約
内
容
の
詳
細
が
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非

確
認
し
て
下
さ
い
。
多
数
の

特
約
店
が
あ
り
、
業
務
、
日

常
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
き

っ
と
あ
り
ま
す
。

（
会
員　

木
南　

公
成
）

プ
缶
の
セ
ッ
ト
を
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
全
員
に
は
、
こ

れ
ま
た
特
約
店
の
商
品
で
あ

る
、
あ
り
あ
け
の
ハ
ー
バ
ー

が
参
加
賞
で
贈
ら
れ
た
。

　

今
後
も
将
棋
大
会
は
定
期

的
な
開
催
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

筆
者
自
身
、
協
同
組
合
の
特

約
店
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
詳

し
く
知
ら
ず
、
こ
の
大
会
を

機
に
協
同
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
閲
覧
し
て
、
特
約
店

が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と
を

知
っ
た
。
皆
様
も
是
非
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

（
会
員　

山
口　

陽
）

祝

盛
況
！

盛
況
！  

白
熱
の

白
熱
の

  

囲
碁
大
会

動
き
続
け
て
き
た
40
年

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催

思
わ
ず
声
も
出
る

思
わ
ず
声
も
出
る

 

将
棋
大
会

優
勝
優
勝

優
勝
優
勝

協同組合
主催

４
戦
全
勝

４
戦
全
勝

会
員
会
員

会
員
会
員

開 設 40 周 年 記 念 行 事開 設 40 周 年 記 念 行 事
 総合法律相談センター

記念セミナー
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ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
自
ら
受
け
た

性
被
害
を
届
け
出
て
事
件
化
し
た
友

人
か
ら
「
被
害
者
は
、
記
者
が
想
像

し
て
る
以
上
に
自
分
の
事
件
記
事
を

よ
く
見
て
る
よ
」
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ

と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

記
者
に
な
っ
て
４
年
目
だ
が
、

う
ち
３
年
は
警
察
担
当
で
、
よ
り

早
く
、
よ
り
具
体
的
に
書
く
こ
と

が
正
解
だ
と
思
っ
て
い
た
。
捜
査

関
係
者
か
ら
聞
く
容
疑
者
の
話

ば
か
り
に
耳
を
傾
け
、
被
害
者
を

想
像
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
。
友
人
の
言
葉
を
受
け
、
入
社

後
に
自
分
が
書
い
て
き
た
記
事

は
大
丈
夫
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
一

気
に
青
ざ
め
た
。

　

同
時
期
に
裁
判
担
当
に
な
り
、
陸

上
自
衛
隊
で
受
け
た
性
被
害
を
実
名

告
発
し
た
五
ノ
井
里
奈
さ
ん
の
民
事

訴
訟
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

五
ノ
井
さ
ん
と
い
う
と
柔
道
着
で

「
世
界
の
女
性
」
に
選
ば
れ
た
強
い

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
が
、
取
材
で
は

「
何
度
も
腹
に
ナ
イ
フ
を
当
て
た
こ

と
も
あ
る
」
と
、
訴
訟
中
の
苦
し
さ

が
こ
ぼ
れ
た
。
ま
た
、
自
分
の
記
事

の
見
出
し
に
取
ら
れ
た
言
葉
で
読
者

か
ら
自
身
を
誤
解
さ
れ
、
つ
ら
か
っ

た
と
も
話
し
て
く
れ
た
。
性
被
害
は

目
に
見
え
づ
ら
く
、
被
害
者
へ
の
心

な
い
批
判
も
少
な
く
な
い
。
取
材
を

通
じ
、
自
分
の
記
事
の
書
き
方
１
つ

で
不
必
要
に
当
事
者
を
苦
し
め
た

り
、
そ
の
記
事
へ
の
批
判
か
ら
、
こ

れ
か
ら
被
害
を
訴
え
よ
う
と
し
て
る

人
の
勇
気
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
。

　

紙
面
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
つ

い
あ
く
せ
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
ん
な
時
こ
そ
深
呼
吸
し
、

当
事
者
含
め
記
事
の
読
者
を
思
い
浮

か
べ
た
執
筆
を
心
が
け
た
い
。

　
（
５
月
か
ら
大
阪
に
異
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
県
弁
護

士
会
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。）

　
（
㈳ 

共
同
通
信
社　

横
浜
支
局

 

大
村　

響
）

読
者を

思い浮かべた執筆を

熱弁を振るう德田会員

考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は

配
慮
す
る
側
と
求
め
る
側
で

建
設
的
に
協
議
し
な
が
ら
、

決
め
て
い
く
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
、
認
識
を
改
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
当
会
で
は
「
弁
護

士
等
の
職
務
に
お
け
る
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
対
応
指

針
」
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、Ｈ
Ｐ
に
て「
書

式
」
の
一
つ
と
し
て
公
開
し

て
い
る
。

　

弁
護
士
の
業
務
と
し
て

も
、
配
慮
を
求
め
る
労
働
者

や
顧
客
の
側
に
立
つ
場
合
は

も
ち
ろ
ん
、
自
ら
が
雇
用
す

る
事
務
員
等
や
依
頼
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
、
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

活
用
を
含
め
、
知
識
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
お
く
必
要
性

を
強
く
認
識
し
た
研
修
会
と

な
っ
た
。

 

（
会
員　

谷
川　

献
吾
）

　

２
月
５
日
、
当
会
会
館
及

び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
お
い
て
、
貧

困
問
題
対
策
本
部
主
催
で
表

題
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

貧
困
問
題
対
策
本
部
の
自

死
問
題
対
策
部
会
で
は
、
自

死
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関

わ
る
案
件
に
関
す
る
法
律
知

識
や
医
学
的
知
識
の
研
鑽
を

目
的
と
す
る
研
修
会
を
毎
年

１
回
開
催
し
て
い
る
。

　

今
回
の
講
師
は
当
会
の
德

田
暁
会
員
が
担
当
し
た
。
德

田
会
員
は
高
齢
者
・
障
害
者

の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
の

委
員
長
の
経
験
も
あ
り
、
こ

の
分
野
に
精
通
し
て
い
る
。

　

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
み
に
く
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
講
義
の
中

で
具
体
例
を
交
え
て
分
か
り

や
す
く
説
明
が
さ
れ
た
。

　

配
慮
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

に
従
っ
て
あ
る
程
度
は
定
型

的
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
と

「精神疾患を含む障害者への
 合理的配慮について」

研 修 会

謝
申
し
上
げ
る
。

　

議
長
は
一
瞬
も
気
が
抜
け

な
い
。
ど
こ
か
ら
何
が
飛
ん

で
く
る
か
分
か
ら
ず
、「
こ

の
人
の
言
い
た
い
こ
と
は
何

か
」
を
正
確
に
理
解
す
る
た

め
、
全
神
経
を
集
中
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
周
囲
か
ら

は
、「
金
谷
さ
ん
は
、
い
つ

も
冷
静
で
、
涼
し
い
顔
」
等

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
。
終
了
時
は
、
い

つ
も
立
ち
上
が
る
の
も
や
っ

と
、と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

飯
田
信
也
副
議
長
の
支
え
が

な
け
れ
ば
、
何
も
で
き
な
か

っ
た
。
私
に
と
っ
て
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ

う
恩
人
で
あ
る
。

　

昨
年
11
月
の
小
田
原
で
の

開
催
は
、
私
な
り
に
思
い
切

し
、
理
事
者
に
適
切
な
答
弁

を
さ
せ
る
配
慮
を
し
た
り
な

ど
、
十
分
な
議
論
を
経
る
と

い
う
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

を
と
て
も
大
切
さ
れ
て
い

た
。
副
議
長
の
仕
事
の
一
つ

は
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
事

が
円
滑
か
つ
公
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
る

が
、
金
谷
議
長
の
手
腕
の
お

か
げ
で
、
全
く
負
担
を
感
じ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

副
議
長
の
も
う
一
つ
の
仕

事
は
、
常
議
員
会
速
報
の
作

成
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
か

な
り
の
労
力
を
要
す
る
。
議

論
が
盛
り
上
が
る
と
、
質
問

や
意
見
の
趣
旨
を
整
理
し
な

が
ら
、
か
な
り
の
分
量
の
メ

モ
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
メ
モ
を
更
に
原
稿
に
す
る

の
で
あ
る
が
、
速
報
で
あ
る

っ
た
決
断
で
あ
っ
た
が
、
大

成
功
だ
っ
た
と
自
負
し
て
い

る
。
当
会
は
本
部
、
支
部
一

体
で
あ
り
、
そ
の
全
体
で
神

奈
川
県
弁
護
士
会
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
改
め
て
体
全
体

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

い
機
会
で
あ
っ
た
。今
後
も
、

年
に
１
回
で
も
支
部
開
催
が

で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
、

通
常
総
会
の
隔
年
支
部
開
催

は
で
き
な
い
も
の
か
等
と
思

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ベ
テ

ラ
ン
、
中
堅
、
若
手
を
問
わ

ず
、
活
発
に
発
言
し
て
い
た

だ
き
、
熟
議
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
。
当
会
の

底
力
を
改
め
て
実
感
で
き
た

こ
と
は
、
何
よ
り
の
幸
せ
で

あ
る
。

が
た
め
、
一
休
み
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
速
報
の
作
成

に
当
た
っ
て
も
、
金
谷
議
長

に
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
過
度
な
負
担

な
く
速
報
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

昨
年
度
の
常
議
員
会
速
報

で
は
、
常
議
員
会
で
の
議
論

状
況
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
よ
う
に
、
例
年
よ
り
情
報

量
を
や
や
多
め
に
し
た
速
報

の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

れ
で
も
ま
だ
不
十
分
と
の
ご

意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
か
な
り
大
変
な
作
業
な

の
で
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た

い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
常

議
員
、
理
事
者
、
議
長
及
び

担
当
事
務
局
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
議
員
会
は
総
会
に
次
ぐ

議
決
機
関
で
あ
り
、
そ
の
重

要
な
機
関
の
議
長
職
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
拙
い
進

行
だ
っ
た
と
は
思
う
が
、
臨

時
開
催
を
含
め
計
15
回
の
会

議
を
無
事
に
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、常
議
員
、

理
事
者
、
事
務
局
の
皆
様
の

お
か
げ
で
あ
る
。
改
め
て
感

年
度
副
会
長
で
あ
っ
た
た

め
、
気
力
と
体
力
が
続
く
か

不
安
で
は
あ
っ
た
が
、
無
事

に
１
年
間
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

そ
れ
は
、
金
谷
議
長
の
素

晴
ら
し
い
議
事
進
行
を
抜
き

に
し
て
は
語
れ
な
い
。
金
谷

議
長
は
、
常
議
員
が
質
問
や

意
見
を
述
べ
や
す
く
す
る
た

め
に
、
議
案
の
内
容
に
応
じ

て
適
切
な
間
を
と
っ
た
り
、

常
議
員
か
ら
の
質
問
を
適
切

に
ま
と
め
て
趣
旨
を
確
認

た
い
。」
と
の
打
診
を
受
け
、

副
会
長
退
任
直
後
に
常
議
員

会
副
議
長
に
就
任
し
た
。
前

　

金
谷
達
成
議
長
か
ら
、「
私

が
議
長
に
な
っ
た
ら
、是
非
、

副
議
長
を
や
っ
て
い
た
だ
き

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

副
議
長　

副
議
長　

飯
田　

信
也

飯
田　

信
也

熟
議
を
尽
く
す
こ
と
が

熟
議
を
尽
く
す
こ
と
が

　
　
　
　
　

で
き
た
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　

で
き
た
と
思
い
ま
す

  

議
長　
議
長　

金
谷　

達
成

金
谷　

達
成

常
議
員
会
正
副
議
長

常
議
員
会
正
副
議
長

  

退退  

任任  

挨挨  

拶拶
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結
果
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

支
援
内
容
が
異
な
り
、
半
壊

以
下
で
は
全
く
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
再

調
査
請
求
が
可
能
な
た
め
、

被
災
地
の
相
談
会
で

は
、
認
定
結
果
に
不
満

を
持
ち
、「
罹
災
証
明

書
」
や
、
そ
の
元
と
な

る
調
査
結
果
を
記
載
し

た
「
調
査
票
」
を
持
参

し
て
来
ら
れ
る
方
も
少

な
く
な
い
。

　

こ
の
調
査
自
体
は
被

災
地
の
行
政
職
員
が
行

う
も
の
で
、
ま
た
、
建

物
被
害
の
評
価
は
弁
護

士
に
は
専
門
外
と
い
う

見
方
も
あ
る
が
、
困
っ

て
い
る
相
談
者
を
目
前

に
、
調
査
票
の
見
方
も

分
か
ら
な
い
と
い
う
の

で
は
心
も
と
な
い
。

　

こ
の
度
、
神
奈
川
県

建
築
士
会
の
協
力
を
得

て
、
湯
本
和
正
氏
（
長

野
県
建
築
士
会
理
事
・

防
災
委
員
長
）
を
お
招

き
し
、
当
会
会
館
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
よ
る
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　

湯
本
氏
か
ら
は
、
制
度
の

仕
組
み
と
、
複
雑
か
つ
多
岐

に
わ
た
る
調
査
票
の
見
方
に

つ
い
て
、
非
常
に
分
か
り
や

す
い
い
解
説
が
な
さ
れ
た
。

充
実
し
た
講
義
資
料
の
利
用

許
可
も
得
た
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
災
害
対
策
委
員
会

に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

本
テ
ー
マ
を
適
切
に
解
説

で
き
る
方
は
少
な
く
、
貴
重

な
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

神
奈
川
県
大
規
模
災
害
対
策

士
業
連
絡
協
議
会
を
通
じ

て
、
他
の
士
業
に
も
広
く
開

放
し
た
結
果
、
建
築
士
、
不

動
産
鑑
定
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
も
多
数
参
加
し
た
。

　

被
災
者
支
援
に
向
け
た
神

奈
川
県
の
士
業
団
体
の
結
束

力
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
大

変
実
り
多
い
も
の
と
な
っ
た
。

（
災
害
対
策
委
員
会
副
委
員
長

伊
東　

克
宏
）

気
な
い
。
他
方
で
、
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
で
騒
音

を
ま
き
散
ら
す
と
い
う
の
も

ご
近
所
の
手
前
や
は
り
考
え

も
の
だ
。

　

巷
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

中
古
が
多
く
出
回
っ
て
い
る

が
、
そ
の
一
部
に
は
こ
う
し

た
防
音
問
題
を
理
由
と
し
て

手
放
さ
れ
た
物
も
あ
る
だ
ろ

　

ピ
ア
ノ
と
防
音
と
い
う
の

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
る
。

　

電
子
ピ
ア
ノ
や
サ
イ
レ
ン

ト
ピ
ア
ノ
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ

さ
れ
た
音
で
あ
り
、
素
人
の

私
が
弾
い
て
も
い
ま
い
ち
味

　

被
災
者
向
け
の
公
的
支
援

制
度
の
多
く
は
、「
住
家
被

害
認
定
調
査
」
の
結
果
で
あ

る
「
罹
災
証
明
書
」
の
認
定

と
結
び
付
い
て
お
り
、
認
定

う
。
寂
し
い
話
で
は
あ
る
。

　

デ
ス
ク　

千
歳　

博
信　

　

記　

者　

伊
藤　

暢
章

小
川　

友
深　

金
本　
　

忍　

高
橋　

健
二　

山
口　
　

陽　

若
林　

将
大　

渡
邊
さ
ち
穗　

住
家
被
害
認
定
調
査
の
実
際
〜

住
家
被
害
認
定
調
査
の
実
際
〜

 

調
査
票
の
見
方
を
中
心
に
　

調
査
票
の
見
方
を
中
心
に
　

　

 

２
月
２
日
開
催

２
月
２
日
開
催

講師の湯本氏（前列中央）と研修会参加者

実はこんな人たち（？）実はこんな人たち（？）

兜（かぶと）の前で決意を新たに（横須
賀）。現場の声を聴く旅の始まり。

各支部訪問各支部訪問
４４～～６６月月

ホテルニューグランドでの就任披露パーテ
ィー。華やかな門出。４つのキーワード披露！

４４月月

執行部スタート！　執行部スタート！　

会員の意見を広く聞くべく２回開催。
ウェビナーも取り入れました。

1212月月

会員集会会員集会（年２回開催！）（年２回開催！）

長崎の夜。留守番のはずの新倉副会長が
「看板」で飛び入り参加！？

1212月月

人権大会人権大会（長崎）（長崎）

「充実した審議」のため、ＰＣを囲んで
真剣かつスピーディーに合議。

１１月月

常議員会で合議　常議員会で合議　

世話人会として運営に奔走。信州の地で
他会と熱く議論。

８８月月

関東十県会関東十県会（長野）（長野）

黄色いビブスで街頭宣伝。仕事を終えた
会長の背中をご覧あれ！

９９月月

再審法改正運動再審法改正運動（桜木町）（桜木町）

活動トピックス活動トピックス

研修会

皆様、１年間のご声援ありがとうございました！　皆様、１年間のご声援ありがとうございました！　

畑中執行部の１年畑中執行部の１年～～色々 ありました色々 ありました～～

色々あったけれど、この６人だから完走できた。色々あったけれど、この６人だから完走できた。
最高の笑顔で。最高の笑顔で。

最
後
は
全
員
、

最
後
は
全
員
、

最
高
の
笑
顔
で
！

最
高
の
笑
顔
で
！最後の街頭宣伝最後の街頭宣伝（桜木町）（桜木町）

熱い思いで、拡声器演説もビラ配りも熱い思いで、拡声器演説もビラ配りも
すっかりお手の物に。すっかりお手の物に。

始球式ｉｎ ハマスタ始球式ｉｎ ハマスタ
プロ野球オープン戦で、会長が見事なプロ野球オープン戦で、会長が見事な
サイドスロー投球を披露！サイドスロー投球を披露！

昼の真面目な議論を経て…夜の解放感昼の真面目な議論を経て…夜の解放感
は誰にも止められない（マラカス大臣）。は誰にも止められない（マラカス大臣）。

じゃんけん最強、執行部の財布とパワーじゃんけん最強、執行部の財布とパワー
バランスを握る（長野の齋藤会長よりバランスを握る（長野の齋藤会長より
じゃんけん大会優勝の商品を授与されじゃんけん大会優勝の商品を授与され
た写真）。た写真）。

執行部のストレスを吸収するオアシス。執行部のストレスを吸収するオアシス。
彼がいれば会議の空気もふんわり。彼がいれば会議の空気もふんわり。

悪だくみ大好き（？）な知略家。その穏悪だくみ大好き（？）な知略家。その穏
やかな顔の裏で次なる一手を練る。やかな顔の裏で次なる一手を練る。

事務局の人気を独り占めしていた副会事務局の人気を独り占めしていた副会
長時代を経て、ついに会長へ、言葉に長時代を経て、ついに会長へ、言葉に
こだわりを持つ。こだわりを持つ。

キャラに挟まれても消えない存在感とキャラに挟まれても消えない存在感と
勢いで何とか会務を進める。勢いで何とか会務を進める。

夜になると変身（？）夜になると変身（？）
新倉　武新倉　武

みんなの癒やしみんなの癒やし
「むらっくま」「むらっくま」
村上　慶一郎村上　慶一郎

金庫番かつ影の筆頭金庫番かつ影の筆頭
石塚　陽子石塚　陽子

微笑みの戦略家微笑みの戦略家
飛田　憲一飛田　憲一

突破力抜群の筆頭突破力抜群の筆頭
長谷山　尚城長谷山　尚城

我らが大将我らが大将
畑中　隆爾畑中　隆爾

３月


